
薬剤名 用法用量 1 8 15 21

PTX
175mg/㎡

点滴静注(3時間)

CBDCA     AUC5 点滴静注(1時間)

【前投薬】

③PTX投与30分前　ラニチジン塩酸塩50ｍｇまたはファモチジン20ｍｇi.v

【制吐対策】

【基本事項】

【レジメンポイント】

【服薬指導のポイント】

【主な副作用】

stage　Ⅱ～Ⅳの卵巣がん、卵管がん、腹膜がん

②(相互作用)　CBDCA：アミノ配糖体抗生物質、バンコマイシンなどの腎排泄の

抗生物質との併用で腎障害リスク増大。

末梢神経毒性、ｱﾚﾙｷﾞｰ症状、脱毛、アルコール＊

①前投薬の確認：制吐薬・重篤な過敏症の発現防止

＊PTXは30mgあたり約2.5mlの無水エタノールを含有(120mgでビール約180ｍｌ

相当)しているので、投与前にｱﾙｺｰﾙ摂取が可能かどうかを確認するとともに、投与

当日の車の運転を避けるように指導する。

※PTX単独投与時は、PTX翌日以降のデキサメタゾン投与は原則不要

Day

 TC 療法（3週間1コース）

※Day1はPTX前投薬で代替

①5-HT3受容体拮抗薬(Day1)

3週間ごと　6コース

①PTX投与30分前　デキサメタゾン19.8ｍｇi.v(2回目以降減量可)

②PTX投与30分前 　ジフェンヒドラミン塩酸塩50mg経口

②デキサメタゾン 8mg 経口（Day2,3）


